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Abstract The egg density of the endangered butterfly, Luehdorfia japonica, and the nutritional condition of its food 
plant, Asarum asperum, population were investigated at Mt. Kono in northern Osaka Prefecture from 2011 to 2014. 
For comparison, the food plant population condition was also investigated in Yoshino area where L. japonica has 
recently disappeared. In addition, we evaluated the amount of leaves needed for the completion of larval development 
of L. japonica in the laboratory. Results showed that the egg density severely declined from 2011 to 2013. The 
nutritional condition of A. asperum at Mt. Kono was better than that at Yoshino. The laboratory experiment showed 
that about seven leaves of 4. asperum were consumed by L. japonica during the larval stage. The results suggest that 
a rapid decline was already under way in the Mt. Kono population of L. japonica in 2011 in spite of sufficiently 
existing food resources. 
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は じ め に 駒 山 地 及 び 金 剛 山 地 に 分 布 し て いた が , いずれ の 生息 地 で 


1930 年 代 頃 か ら 始 まっ た 伯 料 革命 と 肥料 草 命 。 その後 の 市 。 ?1260 年 代 以降 は 圧 退 が 著しい (大阪 府 , 1993 : 渡辺 
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EY 布 し て いた が (藤澤 , 1983), 近年 で は 能勢 町 歌 垣 山 と 豊 
NO A 能 町 洪 応 山 の 周 辺 (Rig.1) で 見 られ る の み と な っ て いた ( 渡 
` v な が > a m z DA 25 吉 
Luehdorfia japonica Leech, 1889 (以下 , 本 種 ) も 典型 的 な E “< | Miu SET 2 
里山 林 の 種 で . 関東 以西 の 太平 洋 仙 や 瀬戸 内 海 側 の 地域 で で E E quA. 
MERORESESSNTOO (ED, 1985; MP A ET EROS OEEO AN e Aena 
2009 ; 石井 , 2010% £). 近年 , 里山 林 に お ける チョ ウ 類 eq TORR B dos Red 
の 衰退 要因 と し て , ニホン ジ カ Cervus nippon (以下 , シカ ) scies ion ta POr SEM 
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で も 林 床 の 宮地 化 や 容 主 植物 の カン アオ イ 類 の 衰退 な ど が  COXBCBUSRECERE RICO 

報告 され て いる (近藤 , 2013 な ど ). また , 本 種 の 場合 そこ で 本 研究 で は , 洪 応 山 の 本 種 の 個体 群 の 保全 方 法 を 検 
採集 者 に よる 捕獲 圧 も 個体 群 が 衰 退 する 要因 に な っ て いる 討 する 基礎 資料 を 得る こと を 目的 と し て 2011 年 か ら 2014 年 
(中 村 , 2015 な ど / に か け て , 卵 塊 に よる 本 種 の 生息 状況 調査 お よび ミヤ コア 


HAN 調 た . S の 生育 ^ 
太 阪 府 城 で は , 本 種 は 京都 府 境 の 北摂 山地 奈良 県 IO 
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調査 で は , 株 ご と の 葉 の 枚数 と 葉 の 大 小 , 花 の 有無 を ミヤ 
コア オイ の 栄養 状態 の 指標 と みな し た . また , 室内 飼育 に 
より 本 種 の 幼虫 期 の 摂 食 量 を 評価 し , 洪 応 山 に 現存 する 餅 
資源 量 で 維持 で きる 個体 数 を 推定 し た . 比較 の た め に , 最 





uc | u 近 本 種 が 絶 減 し た と 考え られ る 能勢 町 吉野 で も ., ミヤ コア 
t. Utagaki ar 553 オ イ の 生育 状況 調査 を 行っ だ な 
Mt, ang (alt. 679 m) 1 
i 調査 地 と 方 法 


洪 応 山 (標高 679 m) : 山頂 は , 大 阪 府 豊能 郡 豊 能 町 と 京都 
府 亀岡 市 西 別院 町 と の 府 境 に 位置 する . 山 能 部 に は 一 部 に 
Osaka ren クリ Cgsgeg crenata 園 や 農地 が ある が , それ 以外 は コナ ラ 
Quercus serrata や クヌギ Q ロ . acutissima を 主体 と する 雑木 林 お 
Nara Pref. よび スギ Cryptomeria japonica と ヒノキ Chamaecyparis obtusa 
の 植林 地 に な っ て いた (Gg. 2). 山 訪 部 の 成虫 の 吸 密 源 と 
LT, ヤマ ザク ラ Cerasus jamasakura, アセ ビ Pieris japonica, 
林 床 に ショ ウジ ョ ウ バ カマ Helonias orientalis や シ ハ イス ミ 
V Viola violacea が 散見 され た . 大 阪 府 側 に あたる 南 入 に 2 ヶ 
所 , ミヤ コア オイ が 高い 密度 で 自生 し て いる 雑木 林 が ある 
DT, ここ を 調査 区 K1, K2 と し た (Fig. D. K1 と K2 は 約 
1 km 離れ て お り , と も に 標高 は 約 400m で ある . 


能勢 町 吉野 地区 : 歌 垣 山 (標高 S53 m) OPUSC, 大阪 府 

Fig. 1. Three study sites, Sites K1, K2 (Mt. Kono) and Y 豊能 郡 能勢 町 の 東部 に 位置 する . クヌギ や コナ ラ な ど を 皇 
(Yoshino), where the egg density of the an endangered 体 と する 雑木 林 , スギ お よび ヒノ キ の 植林 地 の 間 に , クリ 
papilionid butterfly, Luehdorfia japonica, and the nutritional 園 が 営ま れ て いる . クリ 園 の 林 床 に は , 比較 的 高密 度 で ミ 
condition of its food plant, Asarum asperum, were ヤ コ ア オイ が 自生 し て お り . か つて は この クリ 園 で も 本 種 
investigated in northern Osaka Prefecture from 2011 to 2014. が 発生 し て いた こと か ら (Rib, 2009 な ど ), ここ を 調査 

















Fig. 2. Spring views of Mt. Kono (A) and three study sites, Sites K1 (B), K2 (C) and Y 
(D), in northern Osaka Prefecture. 
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区 Y と し た (Fig. 2). 標高 は 約 350 m で ある . た だ し 森 地 
(2009) は , 本 種 が 生息 し て いた 2000 年 と 比較 し て , 本 種 
の 成虫 が 確認 で き な く な っ た 2009 年 頃 は , ミヤ コア オイ の 
葉 と 株 が 小さ きく な っ て いた こと を 指摘 し て いる . この 地域 
に 点 在 す る クリ 彫 の 一 部 で は , シカ や イノ シシ Sus scrofa 
の 侵入 防止 の た め の 電 気 棚 が 設置 され て いた . 


方 法 
卵 塊 調 査 


卵 塊 に よる 本 種 の 生息 状況 を , 2011 年 5 月 4 日 , 2012 年 5 月 3, 
12 日 , 2013 年 5 月 1 日 に は 調査 区 K1 に お いて , 2012 年 5 月 3, 
12, 13H, 2013 年 4 月 29 日 , 5 月 1 日 に は 調査 区 K2 に お いて , 
それ ぞ れ 調査 し た . この 調査 で は , 各 調 査 区 に 自生 する ミ 
ヤ ャ コア オイ の 葉 を 1 枚 ず つ 調 べ , 卵 塊 の 有無 と 卵 数 を 記録 
し た . 


ミヤ コア オイ の 生育 状況 調査 


本 種 の 食 草 で ある ミヤ コア オイ の 生育 状況 を , 2014 年 $ 月 4 
6, 13 日 に は 調査 区 K1 に お いて , 2014 年 3 月 3, 10, 13 日 に 
は 調査 区 K2 に お いて , 2014 年 5 月 3 日 に は 調査 区 Y に お いて , 
それ ぞ れ 調査 し た . 調査 区 K1 で は 2275 株 , 調査 区 K2 で は 
1208 株 , 調査 区 Y で は 2177 株 の ミヤ コア オイ を 対象 と し て , 
各 株 の 栄養 状態 を 評価 する た め に , 葉 の 枚数 と 葉 の 大 小 , 
花 の 有無 を 記録 し た . 葉 の 大 小 は 各 株 の 一 番 大 き な 葉 に つ 
いて , 「 大 」 ( 葉 身 の 最長 部 が 6 cm 以上 ) と [4] (6 cm 未満 ) 
の 2 段階 で 記録 し た . 


幼虫 の 摂 食 量 調査 


本 種 効 昌 の 摂 食 量 を , 2013 年 4 月 14 ~ 17 日 に 鴻 応 山 産 の 2 
個体 の 肉 に より 産ま れ た 7 卵 塊 か ら 剛 化し た 幼 了 33 個体 ( 卵 
塊 ご と の 幼 了 虫 数 は それ ぞ れ 1, 2,3, 5 7, 8, 9 個体 ) を 
用 いて 調査 し た . 幼虫 を 台 化 直後 か ら 幅 化す る まで , NE 
(クラ ッ チ ) 別に 500 mlOXIBI7Z 2A» 292 v 7ZV AW, 
20C 16 時 間 日 長 条件 で 飼育 し た . 餌 と し て ミヤ コア オイ 
の 新鮮 な 生葉 を 十分 に 与え , 毎日 観察 し て , ミヤ コア オイ 


ilz 


の 交換 と 糞 の 除去 を 行っ た . ミヤ コア オイ の 葉柄 の 切り 口 
に 湿ら ちせ た キム ワイ プ (日 本 製紙 クレ シア 社 製 ) を 巻き , 
アル ミ 符 で 包ん で 乾燥 を 防い だ . クラ ッ チ ご と に , WEL 
て 与え る 前 の ミヤ コア オイ の 葉 の 生 重 量 を 電子 上 由 天 各 
(HA-180M, エー・ ア ンド ・ デ イ 社 製 , 精度 0.1 mg) を 用 
いて 測定 し た . また , 毎日 の ミヤ コア オイ の 交換 時 に 食べ 
残し の 葉 の 生 重 量 を クラ ッ チ ご と に 測定 し た . これ ら の 差 
を その クラ ッ チ の 摂 食 量 と し た . 摂 食 量 の 評価 は クラッチ 
ご と に 1 個体 あたり の 摂 食 量 を 計算 し , その クラ ッ チ 間 の 
平均 を も っ て , 効 虫 1 個体 あたり の 摂 食 量 と し た . 








結 果 

2011 年 の 調査 で は , 調査 区 K1 で 2000 枚 の ミヤ コア オイ の 
業 を 調べ て 6 卵 塊 7$ 個 の 卵 (1000 枚 あたり 37.3 卵 ) を 確認 
し た . 2012 年 に は , 調査 区 K1 で は 8000 枚 で 0 卵 塊 , 一 方 , 
調査 区 K2 で は 2000 枚 の 葉 を 調べ て 8 卵 塊 40 卵 ( 同 4.0 卵 ) を 
確認 し た . 2013 年 は 調査 区 KK1 で は 11000 枚 で 0 卵 塊 , 一 方 , 
調査 区 K2 で は 3000 枚 の 葉 を 調べ て 1 卵 ( 同 0.07 卵 ) し か 確 
認 で き な か っ た (Table 1). 2013 年 に 確認 され た 1 卵 を 室温 
下 で 観察 し た と ころ , Melro. 卵 塊 あ た り の 平均 
卵 数 は , 2011 年 が 12.5 個 で あっ た の に 対し て , 2012 年 は 5.0 
個 と 減少 し た . 


ミヤ コア オイ の 生育 状況 調査 


2014 年 の ミヤ コア オイ の 生育 状況 調査 の 結果 , 本 種 が 近年 
確認 され な く な っ た 調査 区 Y で は , 6 cm 未満 の 小さ な 葉 の 
株 の 割合 お よび 花 を 付け て いな い 株 の 割合 が と も に 9 割 近 
く を 占め て いた (Table 2). これ に 対し て , 洪 応 山 の 調 査 
区 K1, K2 で は , E RXEONROSe236-79 IEOR 
株 の 割合 は 5 ~ 7 割 だ っ た . ミヤ コア オイ 1 株 あたり の 葉 数 
に つい て も , 調査 区 Y で は 2.2 枚 で あっ た の に 対し て , 調査 
区 K1, K2 で は それ ぞ れ 3.8, 3.2 枚 で あっ た . 

調査 区 K2 で は 花 を 付け て いる に も 関わ ら ず 葉 を 付け て い 


Table 1. Numbers of Asarum asperum leaves checked, and egg clusters and eggs of Luehdorfia japonica found on them 
at Sites K1 and K2 and whole sites in Mt. Kono in springs from 2011 to 2013. The mean numbers of eggs per 1000 
leaves and the range and the mean numbers of eggs per egg cluster are also shown. 








Site K1 Site K2 Whole sites 
No. eggs Range 
No. No. No. No. No. No. 
Year à ius No. eggs : Mas No. eggs ass (No.eggs / (Mean No. 
leaves clusters leaves clusters leaves clusters 
1000 leaves) eggs) 
2011 2000 6 T5 = - = 2000 6 37.5 8-17 (12.5) 
2012 8000 0 0 2000 8 40 10000 8 4.0 1-8 (5.0) 
2013 11000 0 0 3000 1 1 14000 1 0.07 1 (1.0) 
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Table 2. Numbers of roots and leaves of Asarum asperum checked, and numbers (96) of roots with small and large 
sized leaves and those of roots with and without flowers at Sites K1, K2 (in Mt. Kono) and Y (at Yoshino region) in 
northern Osaka Prefecture from late April to early May, 2014. The mean numbers of leaves per root at each site is 


No. (96) of roots 








also shown. 
: No. leaves p larke 
Sites No. roots (No./root) sized leaves 
Jroo San 
Mt. Kono 
K1 2275 8619 (3.79) 881 (38.7) 
K2 1207 3889 (3.22) 414 (34.3) 
Yoshino 
Y 2177 4822 (2.21) 273 (12.5) 
な い 株 が 1 株 あっ た た め , この 株 は 葉 の 大 小 の 記録 に は 含 
め な か っ た (Table 2). 調査 区 Y で は 花 の 有無 の デー タ の 
欠損 が 6 株 あっ た た め , これ ら の 株 は 花 の 有無 の 記録 に は 


含め な か っ た (Table 2). 


幼虫 の 飼育 と 摂 食 量 調査 


20C 16 時 間 日 長 で 飼育 し た 本 種 各 齢 の 効 虫 の 1 個体 あたり 
の 平均 摂 食 量 は , 1 齢 の 88 mg か ら 徐 々 に 増加 し , Sio AED) 
で は 約 56 倍 の 4967 mg に な っ た (Table 3). 全 効 虫 期 の 平均 
摂 食 量 は 7009 mg だ っ た . 与え た 葉 の 平均 生 重 量 は 1 枚 で 
1023 € 375 mg (平均 SD, n2349) で あっ た こと か ら , 
本 種 は 幼虫 期 に 約 7 枚 の 葉 を 摂 食す る と 推定 され た . な お , 
この 扱 食 量 調査 の 飼育 実験 で は , MATURE L 
ほか は , WEERT ATEL Z. 


Table 3. The mean amount of fresh leaves of Asarum asperum 
consumed by 1st to 5th (final) instar larvae of Luehdorfia 
japonica of the Mt. Kono population reared in a 20" C-16L-8D 
condition (The number of clutches = 7). 


Larval instar mean + SD (mg) 








I 88 € 37 
II 184 + 125 
II 333 149 
IV 1217 + 284 
V 4967 + 400 
Total 7009 + 459 


No. (96) of roots 











with small aa 
sized leaves No. roots with flowers 人 
( く 6 cm) 
1394 (61.3) 2275 1104 (48.5) — 1171 (51.5) 
193 (65.7) 1208 319 (26.4) 889 (73.6) 
1904 (87.5) 2171 263 (12.1) 1908 (87.9) 
EZ g 


今回 の 卵 塊 調査 の 結果 か ら , 2011 年 か ら 2013 年 に か け て 洪 
応 山 に お ける 本 種 の 個体 群 は 著しく 衰退 し た こと が 明らか 
に な っ た (Table 1). この 2 年 間 に , 本 種 の 卵 の 確認 審 度 は , 
ミヤ コア オイ の 葉 1000 枚 当たり 37.5 卵 か ら 0.07 卵 に 激減 し , 
20134£ (2 8 b Yi 7: BB CREE UL Ze 2^ 5 7z.. 漆 応 山 に お ける 
2010 年 以前 の 本 種 の 生息 密度 に 関す る 定量 的 な 報告 は な い 
が , 変電 所 の 建設 工事 が 始ま っ た 直後 の 1997 年 の 能勢 町 吉 
野 に お ける 調査 で は , ミヤ コア オイ 3279 株 あたり 1358 卵 が 
確認 され て いる (土井 垣 らち, 2001 : 森 地 , 2009 : 植田 ら , 
2010). 当時 の 吉野 に お ける ミヤ コア オイ 1 株 あたり 葉 数 が 
2014 年 の 調査 区 K1 と 同等 の 平均 3.8 枚 と する と , ミヤ コア 
オイ 12460 枚 当たり 1358 卵 (1000 枚 当たり 216 卵 ) と な り , 
これ と 比較 し て 2011 ~ 2013 年 の 鴻 応 山 の 本 種 の 卵 の 確認 
密度 は 著しく 低い . また , 2013 年 に 調査 区 K2 で 発見 され 
た 1 卵 は 未 受精 卵 で あっ た 可能 性 が 高く , 低 密度 の た め に 
交尾 で き な か っ た 雌 が 産卵 し た こと も 考え られ る . wl 
で は , 本 種 は 2011 年 に は 既に 衰退 し て お り , その 後 2 年 間 
で は ほ ば 絶滅 状態 に な っ た と み ら れ る . 


本 種 の 衰退 は , 主 な 生息 場所 で ある 里山 林 の 管理 放棄 , 各 
種 開発 や 植林 に よる 生息 環境 の 悪化 な ど が 主要 因 で ある が 
(渡辺 , 1908572: E), 採集 者 に よる 捕獲 圧 の ほか , 近年 は シ 
カ の 採 食 に よる 植生 の 変化 な ども 減少 要因 と 考え られ て い 
る (中 村 , 2015 な ど ). 兵庫 県 豊岡 市 の 生息 地 で は , 1989 
年 に は 食 草 6 株 ( 葉 は 267 枚 ) 当たり 22 卵 塊 132 卵 (1000 枚 
当たり 494 卵 ) と いう 高密 度 で 本 種 が 確認 され て いた が , 
2013 年 に は 林 床 は 裸 地 化し , 同じ 場所 の 食 草 は 矯 小 化し た 
2 株 ( 葉 は 4 枚 ) の み に な っ て いた と いう (近藤 , 2013). 
同様 の 事例 が 兵庫 県 養父 市 で も 確認 され , 近藤 (2013) は 
冬季 に お ける シカ に よる 食 草 の 採 食 が 原因 で ある こと を 指 
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摘 し て いる . また , 本 種 の 地域 個体 群 の 絶滅 率 が 太平 洋 側 
の 地域 で 高い こと か ら , 気候 温暖 化 の 影響 も 指摘 され て い 
る (石井 , 2010 : 谷川 ・ 石 井 , 2010 な ど ). 


能勢 町 吉野 地区 の 本 種 の 減少 に は 種々 の 原因 が 考え られ る 
が , 1997 年 の 変電 所 建設 資材 運搬 用 の 舗装 道路 の 建設 着工 
直後 か ら 卵 数 が 激減 し て いる こと か ら , 舗装 道路 の 造成 が 
最も 大 き な 影 響 を 及ぼ し た と 推測 され て いる (FH, 
2000). 変電 所 の 建設 工事 の 進行 と と も に 本 種 の 衰退 が 進 
み , 変電 所 の 竣工 直後 の 2001 年 に は , 1997 年 の 約 12% の 
182 卵 し か 確認 で き な か っ た (土井 垣 ら , 2001; 2&3, 
2009: WEH ò, 2010). その 後 , 能勢 町 吉野 で は 2002 年 に 「 能 
勢 の ギフ チョ ウ を 守る 会 」 が 結成 され , 本 種 の 保全 活動 が 
始ま っ た が , 2003 年 の 892 卵 (1997 年 の 約 27%) を ビー ク 
と し て 2004 ~ 2008 年 は 約 100 ~ 400 卵 ( 同 約 6 — 26%) の 
低 水準 で 推移 し , 2009 年 の 20 卵 ( 同 約 1%) を 最後 に 確認 
され な く な っ た ( 森 地 , 2009; 植田 ら , 2010). この 生息 
地 で は , スミ レ 類 や ショ ウジ ョ ウ バ カマ な どの 本 種 の 蜜源 
植物 が 減少 し た ほか , ミヤ コア オイ の 葉 や 株 の 小型 化 が 指 
摘 さ きれ て いる ( 森 地 , 2009 : 植田 ら , 2010). 本 研究 の 結 
果 か ら も , 本 種 が 生息 する 洪 応 山 と 比較 し て , 生息 し な い 
吉野 地区 の ミヤ コア オイ は 葉 が 小さ く , 一 株 あたり の 葉 数 
も 少な いこ と が 明らか に な っ た (Table 2). これ に は 工事 
の 影響 だ び け で な く , 近年 大 阪 府 北部 で も 急増 し た シカ に よ 
る 採 食 の 影響 も 考え られ る (幸田 ら , 2014. 本 研究 か ら , 
本 種 が 発育 を 完了 する た め に は 約 7 枚 (7 g) の ミヤ コア オ 
イ の 葉 が 必要 で ある こと が 明らか に な っ た . この 結果 は , 
E (1978) が 富山 県 産 の 本 種 に カン アオ イ 属 の 一 種 を 与え 
て 行っ た 摂 食 量 調査 で 明らか に し た 幼虫 1 個体 の 必要 葉 数 
約 7 枚 (また は 必要 葉 重 量 約 6 sg) に 近い 値 で ある . し か し , 
吉野 地区 の ミヤ コア オイ の よう に 葉 が 小さ いと , 成長 に 必 
要 な 餌 を 得る た め に 多く の 葉 数 が 必要 と な る が , さら に 株 
あたり の 葉 数 も 少な けれ ば , 株 を 食い 尽く し た 効 虫 が , 次 
の 株 を 探す 頻度 も 高く な り , 株 を 探し て いる 間 の 死亡 率 も 
高く な る と 考え られ る . 


一 方 , 洪 応 山 の ミ ヤ コ ア オイ 群落 は , 吉野 地区 と 比べ る と 
比較 的 良好 な 状態 で ある . 2013 年 の 本 種 の 生息 状況 調査 で 
調べ た ミヤ コア オイ の 葉 数 は 14000 枚 で ある . この 調査 で 
は , 鴻 応 山 の ミヤ コア オイ の 葉 を 全て 数 えて いな いた め 過 
小 評価 で ある が , 2013 年 時 点 の 餌 資源 量 で 本 種 を 最大 2000 
個体 まで 成虫 に で きる と 推定 され る . し た が っ て , WEB 
に お ける 本 種 の 衰退 要因 は 餌 資 源 の 不足 に よる も の と は 考 
ええ にくい . 


洪 応 山 は 現在 , 大 阪 府 北部 で は 唯一 の 本 種 の 生息 地 で あり , 
捕獲 規制 も な いこ と か ら 採 集 者 が 集中 する 傾向 が あり (本 
2012, 2013), 今回 の 調査 中 に も 少な か ら ず 遭遇 し た . Z 
の よう に , 鴻 応 山 の 本 種 の 衰退 に は , 現時 点 で は シカ の 過 
剰 採 食 よ り も 採集 者 に よる 捕獲 圧 が 強く 関わ っ て いる と 考 
えら れる . 本 種 に 限ら ず , J3SEPRARIS E o CXGBU7 PI 
は オオ ルリ シジミ Shijimiaeoides divinus, ゴマ シジミ 
Maculinea teleius, ゴイ シッ ツバメ シジミ Shijimia moorei?z ど , 
他 の チョ ウ 類 で も 報告 され て いる (Nakamura, 2011). 日 


浩 ほ か 


本 鱗 次 学会 自然 保護 委員 会 (2014) i, 鴻 応 山 に お ける 本 
種 の 採集 の 自粛 を 呼び か け 始 め た が , 個体 群 の 極め て 危機 
的 な 状況 を 考え る と , 絶滅 に 備え て 室内 飼育 系 統 を 確立 し , 
補強 の た め の 放 飼 な ど を 行う な どの 対策 が 望ま れる . た だ 
L, 生物 多様 性 保全 の 観点 か ら , 日 本 鱗 炊 学会 自然 保護 委 
員 会 (2013) の ガイ ドラ イン な ど が 示す よう に , 慎重 な 配 
慮 の も と に 放 飼 を 行う こと が 望ま し い . 
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Summary 


The egg density (the number of eggs per 1000 food plant leaves) 
of an endangered papilionid butterfly, Luehdorfia japonica, and 
the nutritional condition of its food plant, Asarum asperum, 
population (the number and the size of leaves, and the existence 
of flowers) were investigated at two sites, Sites K1 and K2, in 
coppice forests at the foot of Mt. Kono (alt: 679 m) in northern 


Osaka Prefecture from 2011 to 2014. For comparison, the food 
plant condition was also investigated at a site (Site Y) in Yoshino 
area at the foot of Mt. Utagaki (alt: 553 m) where L. japonica 
disappeared recently, probably due to the joint impact of road 
construction and of deer feeding on forest vegetation. In 
addition, we evaluated the amount of leaves needed for the 
completion of larval development by rearing L. japonica larvae 
at 20°C in the laboratory. 


As a result, the egg density was 37.5 and 4.0 in 2011 and 2012, 
respectively, and in 2013 we found only a single egg from as 
many as 14000 leaves (the egg density; 0.07). The nutritional 
condition of A. asperum population at Mt. Kono was better than 
that at Yoshino; ratios of small-sized leaves (leaf blade length; 
«6 cm) and roots without any flowers were about 90% with the 
mean number of leaves per root (MNL) about 2.2 at Site Y of 
Yoshino, while they were less than about 70% with MNLs about 
3.8 and 3.2 at Sites K1 and K2 of Mt. Kono. The results of the 
feeding experiment showed that the mean amount of leaves 
consumed during the larval stage is about 7 g, which is 
equivalent to about seven leaves of A. asperum. 


The results suggest that a rapid decline was already under way in 
the Mt. Kono population of L. japonica in 2011 despite 
sufficiently existing food resources, i.e., there were at least 
14000 leaves of A. asperum which could support 2000 
individuals at maximum. Therefore, direct causes of the 
population decline on Mt. Kono would not be shortage of food 
but must be due to other reasons such as over-collecting. 
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